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1. はじめに 

近年，対話システムは高齢者の話し相手や，教育を

目的として注目されている．膨大なデータを必要とする

辞書型のモデルを使用するシステムでは開発や利用で

きる人が限られている．また，生成ベースモデルでは辞

書型のモデルより必要なデータ数が少ないという利点が

あるが，文法的におかしい文や会話として成り立たない

文を生成することも多い． 

なお，生成ベースモデルの先行研究として，A Neural 

Conversational Model(NCM) [1]がある．NCM は，機械

翻訳で用いられている sequence to sequence[2]におい

て，対話の応答文の生成を可能にしたモデルである．し

かしこの手法では，学習を行うにつれて生成した応答文

に多様性が損なわれるという課題がある．そこで，我々

は，sequence to sequence を用いる際，多様性の許容

範囲を設けることで応答文を生成する手法を考案した

が，許容範囲を広めるほど，文章の質が落ちるという課

題がある[3]．本稿ではこの課題解決に向けた手法を提

案する． 

2. 提案手法 

文献[3]の手法で用いた損失関数へ Transformer[4]

を適用することで，文章の質を保ちつつ多様性のある

応答文を生成する手法を提案する． 

本来は発話文と応答文をセットにし、生成された文章

と応答文についての交差エントロピー誤差を用いて学

習が行われていたが，本提案手法では学習の際に発

生する交差エントロピー誤差にε-許容誤差[5]の概念

を組み合わせた損失関数を用いて学習を行う．この損

失関数を式 1 に示す．  

 

    （式 1） 

 

E は交差エントロピー誤差であり，この絶対値が許容

誤差εよりも小さければ誤差を 0 とし，それ以外は誤差

をそのまま適用する関数である．このように誤差に許容

範囲を設けることで，εより小さな誤差について学習す

ることが無くなり，ある一定の文字だけを選択し生成する

ような学習を抑えることができる．それにより、多様性の

ある応答文を生成できる．また，本手法を用いて学習を

行う際のフローチャートを図１に示す． 

 
図１提案手法による処理のフローチャート 

 

3. まとめと今後の課題 

 応答文の生成において sequence to sequence を用い

た場合，多様性が損なわれるという課題に対して[3]が

考案されたが，文章の質と多様性の両立が出来なかっ

た．本稿では、損失関数へ Transformer を適用し学習

することで，生成される文章の質を保ちつつ，多様な返

答を行う方式を提案した．今後の課題は本提案手法を

評価していくことである． 
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